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ド
イ
ツ
で
１
９
９
８
年

か
ら
２
０
０
５
年
ま
で
首

相
を
務
め
た
ゲ
ア
ハ
ル
ト

・
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
氏
は
、

プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
刎
頸

（
ふ
ん
け
い
）
の
友
で
あ

る
。
ロ
シ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
企
業
ノ
ル
ド
ス
ト
リ
ー

ム
（
Ｎ
Ｓ
）
、
ロ
ス
ネ
フ

チ
な
ど
３
社
の
監
査
役
会

長
を
務
め
て
お
り
、
年
収

は
約
１
０
０
万
㌦
（
約
１

億
３
０
０
０
万
円
、
１
㌦

＝
１
３
０
円
換
算
）
と
推

定
さ
れ
て
い
る
。

　
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
氏
は
ド

イ
ツ
き
っ
て
の
プ
ー
チ
ン

擁
護
派
だ
。
彼
は
最
近
米

紙
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
批
判

し
た
が
、
プ
ー
チ
ン
大
統

領
は
批
判
し
な
か
っ
た
。

シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
氏
は
、
常

に
プ
ー
チ
ン
に
対
し
て
は

理
解
を
示
す
男
だ
。
彼
は

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
虐
殺

は
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
命

令
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

彼
は
戦
争
を
や
め
た
が
っ

て
い
る
」
と
独
裁
者
を
擁

護
し
て
い
る
。

　
彼
は
今
年
３
月
突
然
モ

ス
ク
ワ
へ
飛
び
、
プ
ー
チ

ン
大
統
領
と
会
談
し
た
。

シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
氏
に
よ
る

と
、
彼
は
３
月
７
日
に
ス

イ
ス
の
企
業
か
ら
、
「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
政
府
の
た
め

に
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と

会
っ
て
停
戦
条
件
に
つ
い

て
話
し
て
ほ
し
い
」
と
持

ち
か
け
ら
れ
た
。
彼
は
こ

の
要
請
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政

府
か
ら
来
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
る
と
、
車
の
中
か

ら
ベ
ル
リ
ン
の
ロ
シ
ア
大

使
館
の
知
人
に
電
話
し

て
、
「
プ
ー
チ
ン
大
統
領

に
会
い
た
い
」
と
伝
え

た
。
す
る
と
10
分
後
に
相

手
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て

き
て
、
「
プ
ー
チ
ン
氏
は

あ
さ
っ
て
会
う
と
言
っ
て

い
る
」
と
い
う
返
事
が
あ

っ
た
。
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
氏

は
３
月
９
日
に
モ
ス
ク
ワ

で
プ
ー
チ
ン
氏
と
会
っ

た
。
た
だ
し
、
停
戦
交
渉

は
前
進
し
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
か
ら
、
両
氏
の
関
係

の
緊
密
さ
が
浮
か
び
上
が

る
。
ク
レ
ム
リ
ン
の
帝
王

に
す
ぐ
会
え
る
人
間
は
世

界
で
も
数
が
限
ら
れ
て
い

る
。
彼
は
現
役
時
代
２
人

で
サ
ウ
ナ
に
入
っ
て
、
一

緒
に
ビ
ー
ル
を
飲
む
よ
う

な
親
し
い
間
柄
で
あ
る
。

　
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
元
首
相

は
辞
任
直
前
の
05
年
に
プ

ー
チ
ン
大
統
領
と
の
間

で
、
ロ
シ
ア
か
ら
ド
イ
ツ

へ
直
接
ガ
ス
を
送
る
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
・
Ｎ
Ｓ
１
の
建

設
に
つ
い
て
合
意
し
た
。

辞
任
直
後
に
Ｎ
Ｓ
１
を
運

営
す
る
ス
イ
ス
の
会
社
の

監
査
役
会
長
に
天
下
り
し

た
。

　
20
年
に
は
ド
イ
ツ
が
輸

入
す
る
ガ
ス
の
約
55
％
が

ロ
シ
ア
か
ら
輸
入
さ
れ
て

い
た
。
こ
の
高
い
依
存
度

の
責
任
の
一
端
は
、
シ
ュ

レ
ー
ダ
ー
元
首
相
に
あ

る
。

　
彼
は
「
ロ
シ
ア
は
絶
対

に
ド
イ
ツ
へ
の
ガ
ス
供
給

を
停
止
し
な
い
。
も
し
も

停
止
し
た
ら
、
監
査
役
会

長
を
辞
任
す
る
。
私
は
何

も
悪
い
こ
と
は
し
て
い
な

い
。
全
て
は
ド
イ
ツ
と
ロ

シ
ア
の
友
好
の
た
め
に
や

っ
た
こ
と
だ
」
と
大
見
え

を
切
っ
た
。

　
彼
が
属
す
る
社
会
民
主

党
で
は
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー

氏
に
対
し
て
「
ロ
シ
ア
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
の
重
役

の
座
を
直
ち
に
辞
任
す
る

べ
き
だ
」
と
い
う
声
が
あ

る
が
、
彼
は
馬
耳
東
風
で

あ
る
。

（
文
・
絵
　
熊
谷
　
徹
　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
在
住
）
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者
ホ
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ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.tk
u

m
ag
ai.de

プ
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シ
ュ
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固
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友
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」
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裁
判
例
の
紹
介
に
先
立
っ

て
、
論
点
の
正
確
な
位
置
付

け
と
議
論
の
状
況
を
説
明

し
、
読
者
が
正
し
く
判
決
の

ポ
イ
ン
ト
を
理
解
で
き
る
よ

う
に
意
識
さ
れ
て
い
る
。
し

か
も
、
そ
の
よ
う
な
長
年
に

わ
た
る
議
論
の
状
況
を
、
短

い
言
葉
で
分
か
り
や
す
く
解

説
し
、
あ
え
て
曖
昧
な
言
い

回
し
を
避
け
、
結
論
を
端
的

に
記
載
し
て
い
る
点
は
、
い

か
に
執
筆
者
が
問
題
の
本
質

を
深
く
理
解
し
て
い
る
か
を

感
じ
さ
せ
る
。

　
本
書
の
監
修
を
担
当
さ
れ

た
古
笛
恵
子
先
生
は
、
弁
護

士
と
し
て
交
通
事
故
・
損
害

賠
償
等
の
訴
訟
に
精
通
さ

れ
、
多
数
の
書
籍
の
執
筆
、

学
会
の
理
事
、
法
科
大
学
院

の
講
師
、
各
種
審
議
会
の
委

員
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
ま

さ
に
八
面
六
臂
の
活
躍
を
さ

れ
て
い
る
。
古
笛
先
生
を
は

じ
め
、
本
書
の
執
筆
に
関
わ

ら
れ
た
編
集
委
員
の
方
々
の

多
大
な
る
努
力
に
、
あ
ら
た

め
て
敬
意
を
表
し
た
い
。

　
一
般
に
損
害
賠
償
の
問
題

は
、
根
拠
と
な
る
法
律
の
規

律
が
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
た

め
、
裁
判
例
の
蓄
積
に
よ
り

判
例
理
論
が
形
成
さ
れ
、
そ

れ
が
現
在
の
実
務
を
構
築
し

て
き
た
側
面
が
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
損
害
賠
償
の
特
性
を

考
え
る
と
、
こ
れ
ま
で
27
部

の
裁
判
例
が
果
た
し
て
き
た

「
ル
ー
ル
・
メ
イ
キ
ン
グ
」

の
機
能
は
、
訴
訟
の
局
面
に

限
ら
れ
な
い
実
社
会
へ
の
影

響
力
を
有
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
裁
判
例
か
ら
学
ぶ

こ
と
の
意
義
は
極
め
て
大
き

い
。
交
通
賠
償
の
分
野
に
お

け
る
議
論
は
日
々
進
化
し
て

お
り
、
今
後
も
新
た
な
法
理

論
が
構
築
さ
れ
、
こ
れ
に
関

わ
る
医
学
的
な
見
解
も
変
化

し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
本
書
が
取

り
上
げ
る
裁
判
例
が
必
ず
し

も
将
来
に
わ
た
っ
て
不
変
の

も
の
で
あ
る
と
は
い
え
な
い

が
、
こ
れ
ま
で
の
長
年
に
わ

た
る
議
論
の
到
達
点
と
し

て
、
こ
れ
ら
の
裁
判
例
か
ら

学
び
、
そ
れ
を
共
通
の
土
台

に
し
て
実
務
を
構
築
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
今

後
の
交
通
賠
償
、
な
ら
び
に

損
害
賠
償
全
般
の
理
論
と
実

務
の
発
展
に
お
い
て
、
本
書

は
大
き
な
役
割
を
果
た
す
一

冊
に
な
る
も
の
と
確
信
し
て

い
る
。

　（
Ｂ
５
判
／
４
１
６
㌻
、

保
険
毎
日
新
聞
社
刊
、
22
年

２
月
23
日
発
行
、
税
込
４
９

５
０
円
）

　
本
書
は
、
交
通
専
門
部
で

あ
る
東
京
地
裁
民
事
第
27
部

（
以
下
、
27
部
）
に
お
け
る

近
時
の
裁
判
例
の
う
ち
、
公

刊
さ
れ
て
い
る
判
決
を
論
点

ご
と
に
整
理
し
た
も
の
で
あ

る
。
本
書
で
取
り
上
げ
る
裁

判
例
は
、
平
成
25
年
５
月
か

ら
平
成
31
年
４
月
ま
で
の
間

に
27
部
で
判
決
が
出
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
近
時
の
交
通

事
故
に
関
す
る
裁
判
例
の
傾

向
を
理
解
す
る
上
で
最
良
の

一
冊
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も

な
く
、
27
部
の
判
断
が
全
国

の
交
通
事
故
訴
訟
に
及
ぼ
す

影
響
は
絶
大
で
あ
り
、
本
書

で
取
り
上
げ
る
裁
判
例
は
今

後
の
実
務
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

と
な
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

交
通
賠
償
に
携
わ
る
す
べ
て

の
実
務
家
に
と
っ
て
本
書
は

必
読
の
書
で
あ
る
と
い
え

る
。

　
本
書
は
六
つ
の
章
に
分
け

て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
第
１

章
（
責
任
）
は
、
①
運
行
供

用
者
責
任
と
責
任
能
力
②
因

果
関
係
・
運
行
起
因
性
③
自

賠
法
３
条
た
だ
し
書
に
よ
る

免
責
―
等
の
法
律
解
釈
に
関

わ
る
論
点
を
広
く
取
り
上
げ

て
い
る
。
第
２
章
（
損
害
事

実
）
は
、
医
学
的
な
観
点
か

ら
も
関
心
が
高
い
、
①
高
次

脳
機
能
障
害
②
非
器
質
性
精

神
障
害
③
脳
脊
髄
液
減
少
症

―
等
の
専
門
性
の
高
い
論
点

を
取
り
上
げ
、
臨
床
の
分
野

で
一
部
混
乱
が
見
ら
れ
る
近

時
の
問
題
に
つ
い
て
、
法
的

な
観
点
か
ら
一
定
の
指
針
を

示
す
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い

る
。
第
３
章
（
損
害
算
定
）

で
は
休
業
損
害
や
慰
謝
料
等

の
損
害
賠
償
額
の
算
定
、
第

４
章
（
損
害
額
の
調
整
）
で

は
過
失
相
殺
や
素
因
減
額
等

の
損
害
賠
償
額
の
調
整
、
第

５
章
（
保
険
）
で
は
自
賠
責

保
険
や
任
意
保
険
の
適
用
、

第
６
章
（
手
続
）
で
は
不
正

請
求
や
消
滅
時
効
等
の
手
続

的
な
論
点
を
取
り
上
げ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
書
は

交
通
賠
償
に
関
わ
る
論
点
を

網
羅
的
に
取
り
上
げ
体
系
的

に
整
理
し
て
い
る
た
め
、
実

務
で
問
題
と
な
る
論
点
の
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

　
本
書
の
優
れ
た
点
と
し

て
、
全
体
が
非
常
に
バ
ラ
ン

ス
よ
く
編
集
さ
れ
て
い
る
点

が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
般
に
裁

判
例
を
紹
介
す
る
書
籍
は
、

や
や
も
す
る
と
類
似
し
た
裁

判
例
の
羅
列
と
な
り
、
ま

た
、
判
決
文
の
引
用
が
冗
長

に
な
り
が
ち
で
あ
る
た
め
、

実
務
家
に
と
っ
て
判
決
の
ポ

イ
ン
ト
を
効
率
よ
く
理
解
す

る
こ
と
が
難
し
い
。
し
か
し

本
書
は
、
読
者
に
と
っ
て
の

読
み
や
す
さ
・
分
か
り
や
す

さ
を
重
視
し
、
「
無
駄
な
こ

と
」
が
極
力
省
か
れ
て
い

る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
交

通
賠
償
で
問
題
と
な
る
論
点

を
幅
広
く
カ
バ
ー
し
つ
つ
、

各
論
点
の
位
置
付
け
に
応
じ

て
、
引
用
す
る
裁
判
例
の
数

や
引
用
の
仕
方
に
差
が
付
け

ら
れ
て
い
る
。
法
律
解
釈
の

論
点
に
つ
い
て
は
、
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
と
な
る
裁
判

例
と
参
考
裁
判
例
の
一
部
の

み
を
取
り
上
げ
る
一
方
で
、

事
案
ご
と
に
結
論
の
違
い
が

生
じ
や
す
い
医
学
的
な
評
価

が
関
わ
る
論
点
に
つ
い
て

は
、
あ
え
て
数
多
く
の
裁
判

例
を
取
り
上
げ
る
よ
う
に
意

識
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
裁

判
例
の
引
用
の
仕
方
も
、
読

者
の
読
み
や
す
さ
を
重
視

し
、
「
争
点
」
「
結
論
」

「
裁
判
所
の
判
断
」
に
分
け

た
上
で
、
判
決
文
を
効
率
的

に
要
約
し
て
紹
介
し
て
お

り
、
そ
の
ま
と
め
方
に
も
セ

ン
ス
の
良
さ
を
感
じ
る
。
さ

ら
に
、
参
考
文
献
と
し
て
紹

介
す
る
論
文
や
書
籍
の
数
も

最
小
限
に
絞
ら
れ
て
お
り
、

読
者
が
効
率
良
く
各
論
点
の

ポ
イ
ン
ト
を
把
握
で
き
る
よ

う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
本
書
が
優
れ
て
い

る
の
は
、
裁
判
例
の
紹
介
に

入
る
前
に
、
論
点
ご
と
に

「
問
題
の
所
在
」
と
「
争

点
」
を
無
駄
の
な
い
言
葉
で

分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い

る
点
で
あ
る
。
交
通
賠
償
に

関
す
る
論
点
は
多
岐
に
わ
た

り
、
ま
た
、
時
代
に
よ
っ
て

学
説
や
裁
判
例
の
変
遷
も
あ

る
た
め
、
交
通
賠
償
に
携
わ

る
実
務
家
で
あ
っ
て
も
、
論

点
の
位
置
付
け
が
正
し
く
理

解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
少

な
く
な
い
。
そ
の
よ
う
な
実

情
を
踏
ま
え
、
本
書
で
は
、

『
実
務
に
役
立
つ
交
通
事
故
判
例

―
東
京
地
裁
民
事
第
27
部
裁
判
例
か
ら
』

「
実
務
に
役
立
つ
交
通
事
故
判
例
」編
集
委
員
会
　
　
著

弁
護
士
　
古
笛
　
恵
子
　
監
修

書書　　評評
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嶋
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無
駄
省
き
効
率
良
く
論
点
把
握
で
き
る
よ
う
工
夫


